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込みに関与するトランスポーターである Monocarboxylate transporter 1 ; MCT1 に着目し、その癌選
択的な酢酸の取り込み及び細胞傷害について明らかにしている。 
実験 1では RGM1細胞と RGK1細胞へそれぞれ酢酸を 24時間曝露したときの細胞毒性試験が行われて




対照的に、2 及び 5 μM の酢酸は癌細胞の増殖を阻害したが、正常細胞は増殖を続けていた。1 μM
未満の濃度で使用した場合、酢酸は劇的な効果は示さず、10 μM を超えると 48 時間以内に細胞死が
-２ 
引き起こされていた。正常細胞/癌細胞増殖比は、5 μM 酢酸に曝露した後 120 時間で増加し、この増









blotting法を用いた caspase 9の測定ではその活性酸素刺激により癌細胞選択的に cleaved caspase 9
の発現が増強し、癌細胞のアポトーシスをもたらすことを示している。実験 5では癌細胞に酢酸を単独




















平成 31 年 1 月 8 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
